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研究成果の概要（和文）：本研究では，ユーザが検索した時点での情報の価値を重視したリアルタイム検索を基盤技術
として確立することを第一の目的とし，その後，時空間的なテキストマイニングに取り組んだ．具体的な成果としては
，話題の時間的変化を考慮したマイクロブログ検索モデルの提案，および再帰的ニューラルネットワークを用いたニュ
ース速報からの金融指標（株価）の短期的な変動予測手法の提案があげられる．

研究成果の概要（英文）：This research project first studied realtime information retrieval systems, which 
consider temporal properties of users' information needs, as a building block of intelligent information 
systems, and then investigated spatio-temporal text mining. The main outcome of the project is two-fold: 
one is to devise a realtime microblog retrieval model modeling trends of topics, and the other is the 
development of a framework to predict short-term stock price movements using recursive neural networks 
analyzing breaking news headlines.

研究分野：知的情報システム
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１．研究開始当初の背景 
 
インターネットやモバイルコンピューティ
ングの大衆化によって，CGM（Consumer 
Generated Media），特に Twitter に代表さ
れるマイクロブログのユーザが急速に増加
している．Twitter は，これまでのテキスト
マイニングが対象としてきたメディアと比
較し，まさに今そこで起きている事象に対し
て生成されるコンテンツであり，非常にリア
ルタイム性が高いという特徴がある．例えば，
エジプトの民主化運動やオリンピックのよ
うな時間とともにダイナミックに状況が変
化する事象に関して，その発生や盛り上がり
と連動して多くの投稿がなされる．このよう
な特徴から，マイクロブログは，任意の事象
に関して刻一刻と変わる状況を，その当事者
や目撃者・聴衆から直接取得するための貴重
な情報源となりうる．しかしながら，Twitter
には 1日に約 3億 4千万のツイート（ユーザ
が発信するメッセージ）が投稿され，かつ，
一つひとつの投稿が140文字と短文であるた
め，そもそも特定の話題についてのツイート
を正確に取得することが難しい．言い換える
と，ある話題をクエリとして Twitterを検索
しても，多くの無関係なツイートが取得され
るため，検索精度が低いという問題がある．
このため，マイクロブログから特定の話題に
関する情報を取得・利用するためには，まず
マイクロブログを対象とした情報検索の精
度を向上させることが急務である．特に，マ
イクロブログ検索では検索した時点での情
報の価値が重要であり，これを考慮した検索
は「リアルタイム検索」と呼ばれる．一方，
このようなリアルタイム性の高いテキスト
情報を分析することで，実世界のイベントの
発生を検知する研究が国内外で盛んに研究
されている．  
 
２．研究の目的 
 
以上のような背景から，本研究では次の 2つ
のテーマを扱った． 
 
①時間的な語の出現・共起の傾向に着目した
リアルタイム検索． 
研究代表者らの予備実験により，ある話題に
関連する語は，その話題と類似の時間的推移
をもってマイクロブログで使われることが
多いことが明らかになっている．この特徴を
ユーザの検索クエリの自動拡張に利用する
ことで，リアルタイム検索の精度向上を図る． 
 
②実世界のイベント予測 
マイクロブログ等のメディアはリアルタイ
ム性が高く，現実の事象を強く反映している．
そのため，これらのテキストを時間的に分析
すれば，盛り上がっている話題の検出や特定
の対象に対する世論の変化を追跡すること
ができる．本研究では，マイクロブログと同

様にリアルタイム性が高いながらもノイズ
が少ないニュース速報から抽出される種々
の事象と経済指標の変動の因果関係を大量
のデータを分析することで発見し，これを基
に経済指標の予測を試みる． 
 
３．研究の方法 
 
①マイクロブログ検索には，単語を用いた疑
似適合フィードバックによるクエリ拡張が
有効である．しかし，単語は意味的・時間的
な曖昧性を持つため，単語を用いたクエリ拡
張は有効に機能しない場合がある．そこで本
研究では，単語や 2語以上の単語の組合せで
あるコンセプトを用いた疑似適合フィード
バックによるクエリ拡張手法を提案した．さ
らに，検索クエリと同時期に出現するコンセ
プトの頻度の時間遷移に関する情報を疑似
適合フィードバックに組み入れることで，マ
イクロブログサービスのリアルタイム性を
考慮した． 
 
②ニュース記事などのテキスト情報が企業
の株価動向に影響を与えると仮定し，その影
響を予測するためのモデルとして，自然言語
文に対して構文構造を表現できる Recursive 
Neural Network（RNN）の感情分析モデル
を援用し，テキスト情報の構文構造を用いて，
株価動向に与える影響を予測する手法を提
案した．なお，RNN モデルの学習を行うた
めには，構文木の各ノードに相当する単語に
株価変動の動向を表すラベルを付与する必
要があるため，過去の新聞記事とその配信時
の株価の変動データから，自動的にラベルを
付与して訓練データを生成する枠組みを提
案した． 
 
４．研究成果 
 
①本提案手法は，疑似適合フィードバック手
法の考えを用いて，コンセプトが語彙情報と
時間情報の 2つの異なる情報源から成り立つ
と考え，語彙情報としての疑似適合文書中で
のコンセプトの頻度，時間情報としての疑似
適合文書中でのコンセプトの頻度の変化を
言語モデルに基づく情報検索の枠組みに導
入している．TREC2011と 2012のマイクロ
ブログトラックのデータセットを用いた実
験から，従来の語彙情報だけを用いる適合フ
ィードバックよりも本提案手法が複数の評
価指標で優れた検索性能を示すことが分か
った．特に，コンセプトの語彙情報と時間情
報を用いる手法は，非常に適合する文書の検
索に対して優れた検索性能を示すことが分
かった（表 1）． 
 
②本研究では，従来研究でよく行われている
1 日後の株価動向予測の問題点を挙げ，この
問題に対処するために記事発行後の最初の
株価動向を予測対象とした．そして，記事が 



 

 

 

株価に影響与える期間をパラメータとして
設定し，その期間内で株価が変動した見出し
のみを用いて実験を行い，結果を評価した． 
その結果，記事が株価に影響を与える期間を
15 分間と設定したとき，精度で 60.41%，F
値で 0.60となり，最も良い結果が得られた．
また，その期間に対して構文構造を考慮して
いないモデルである bag-of-wordsやVecAvg
との比較実験を行った結果，RNN が最も高
い予測性能を示した．また，テストデータの
中で記事数上位 10 銘柄に注目したところ，
bag-of-wordsや VecAvgに対して，F値で有
意な結果向上が確認された（表 2）． 

 
 
また，これらの研究課題に関連して，米国
NIST が主催する評価型ワークショップ
TRECのKnowledge Base Accelerationトラ
ックへの参加などを通し，情報抽出に関する
研究を行った． 
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